
OR ワーカーのための企業会計基礎講座 (1)

財務会計の基本的なしくみ

伏見多美雄

1. はじめに一一ORワーカーと会計知識一一

これから何回かにわたって，企業会計のしくみと会計

情報の見方・使い方について，基礎的な解説をすること

になった.OR とその周辺領域の研究者および実務家が

企業会計の知識をもっ必要性は近年ますます高まってき

たが，現状ではOR ワ{カーが同時に会計学の専門知識

をもっというケースは必ずしも多くないようである.こ

の講座は，そのようなノン'アカウンタントのために基

礎的な知識をきちんとお話しすることをねらいとしてい

る.

OR ワーカーがきちんとした会計知識を要求される場

面はいろいろあるが，それらを整理してみるとたとえば

つぎのようなものをあげることができょう.

i) 各種の意思決定問題を経済性の観点から分析し評

価するとき:

たとえば，企業で在庫品の大幅な変動を伴う政策を検

討するときには， r棚卸資産j の会計上の評価のしくみを

心得ている必要があるし，ときには，先入先出法とか，

後入先出法とか，売価還走法などのどの方式を使ってい

るかという違いが資産評価にどういう影響を及ぼし，そ

れが課税負担額にどう影響するかといった知識を必要と

することもしばしばある.また，設備投資計画の効果を

税引後の利益で評価するときには減価償却とか固定資産

処分損とか設備の帳簿価値といったものの知識が必要で

あるし，人員計画では退職給与引当金に関する知識も必

要である.

さらに個別の例をあげると，有利な製品を判定するた

めには財務会計上の「製品原価」や「売上利益J をその

まま使うと誤まった決定を導きやすいとか，製品の不良

率改善の効果を知るためには経理上の[仕損じ費j とし、

う資料は使わないほうが無難であるとか，工程の手待ち

時間の削減や工事日数の短縮などの効果を「単位時間当

りコスト」の低減というものさしで測るのは危険である
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-・などという理解をもつためには，伝統的な会計方式

の基礎にある約束ごとを心得ていることが役に立つ.

ii) 経営の総合計画や予算編成等にたす.さわるとき:

経営計画の基礎としては，いろいろな戦略的分析と合

わせて，各種の非金銭的な要因(市場での地位，技術開

発，人材開発，地域社会や政府との関係……等々)も検

討されねばならないことは言うまでもないが，それらの

戦略をまとめて l つの総合計画に整理してし、く段備では

これを「長期利益計画J と結びつけることが重要である

し，さらに具体化するときには「年度利益計画J ないし

「予算編成J という形で組織体の各部門の活動と結びつ

けていくことが重要である.この種のプロセスで中心に

なるのは収益，費用，利益，あるいは資本利益率，自己

資本比率，利益成長率一一一等というような目標ないし業

績尺度であるから，会計的な測定方式についての知識が

必要になる.

iii) 企業の経営分析にたずさわるとき:

企業の収益性，流動性(支払能力)， 成長性， 安定性

(堅実性)などを総合的に評価することが広く行なわれて

おり，最近は多変量解析などの統計的分析を適用する例

も増えているが，この種の分析では貸借対照表や損益計

算書などの財務諸表の資料が中心的役割を果たす場合が

多い.したがって，財務資料の作成のしくみと基本的な

約束ごとを心得ていることが，適切な分析のための前提

になる.

iv) 経営情報システムの設計や改善にたずさわると

き:

経営の計画・管理に役立つ資料を，適当な時に適当な

形で提供することをねらいとした情報システムは，コン

ピュータの処理能力の向上に支えられて大幅な発展が期

待されている.経営情報、ンステム (MIS) の中枢に会計

情報システム (AIS) があるべきだということは古くか

ら言われてきたが，実践上の成果は必ずしも十分でない

という声が多い.原因はいろいろあろうが，その 1 つは，

伝統的な財務会計のしくみをそのままコンピュータにの

せたためで、ある場合が少なくなかったようである.企業
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内部の計画や管理に役立てるためには，コスト・利益・

投資・収益・経済効率・…・などの情報を， 目的と条件に

応じて作り分け，使い分けるというフレキシピリティー

が肝要である しかも，そうして行なわれた計画や管理

の効果は財務会計上の利益の増大に結びつかねばならな

いという特有の関係があることが事態をむずかしくして

いるのである.

さて，以上の簡単な説明からも示唆されるように， 0

R ワーカーが会計情報をうまく役立てていくためには，

伝統的な財務会計のわくを脱け出すことがしばしば必要

になるであろうが，しかしそのためには，まずもって伝

統的な会計制度そのものがどういうしくみになっている

のかを正しく理解することが不可欠である.

そこで， この講座はまず「財務会計j とよばれる会計

測定の方式(商法，税法，百íE取法などにのっとって行な

われる外部報告会計の方式)について，その基本的なメ

カニズムを説明することから始めることにしよう.

2. 企業会計の基礎的な前提

企業会計は，企業の経済活動を「資本」の循環過程と

してとらえ，資本の調達・運用・利益の分配と再投下ー

とし、う循環プロセスを体系的な方法で記録し，測定し，

報告するシステムである.この種のシステムは，もとも

と人々の経済生活に役立てるために考案された人工的な

システムであるから，当然いろいろな約束ごとの上に成

り立っている.

ここでは主に財務会計を念頭において，企業会計はど

うし、う土台の上で行なわれるのかとし、う基礎的な約束ご

とを整理しておこう.

(1) どの範囲の事象を記録・計算の対象にす
るのか:

会計的な記録・計算を行なうに当っては，つぎの 2 つ

の観点から，対象とする範囲を明確にする必要がある.

(イ) 会計単位……たとえば甲さんが自己資金をもとで

にして，自宅を改装して喫茶店を開業したとしよう.こ

の場合，もし甲さんがその喫茶店を会計上の記録・計算

の対象と定めたならば，喫茶店という企業自体の資本の

調達・運用・分醍のプロセスを，甲さん自身の家計とは

計算上はっきり区別して記録・計算することが大切であ

るい、わゆる「店と奥J の区別).このような会計的記録

計算の単位を会計単位とよぶ.

通常の法人企業では，たとえば株式会社という法人そ

のものを会計単位とすることが多いが，目的によっては

必ずしも法律上の 1 つの会社を l つの会計単位にすると

ばかぎらない.たとえば事業部制をとっている企業では

個々の事業部や支店などを 1 つの会計単位として業績を
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測定することがありうるし，逆に法律上は別々の会社に

なっている関連会社をひとまとめにして全体を 1 つの会

計単位とすることもありうる.近年法律化された連結決

算の制度は後者の例である，

(吋会計上の取引……会計記録の対象になるような事

象を会計用語で「取引J という.今日の一般的慣行では，

原則として，企業の所有する財貨および貨幣に変動をも

たらすすべての事象が「取引j として記録の対象にされ

る.

ここで企業の所有する財貨および貨幣を対象にすると

いうことは，法律などで明示されているわけではない

が，そのように解釈すると現行の会計制度を理解しやす

くなるのである.たとえば，今日の会計慣行では，お金

を借りて，そのお金で設備を買えば，借入れも設備購入

も「取引」として記録されるが， 設備そのものを賃借

(リース)すると会計記録の対象にならず， リース料の支

払いだけが会計上の取引になる.これは，お金を借りた

場合はお金の所有権が移転するのに，設備を借りた場合

は所有権が移転しないためである.また，従業員を雇用

したという経済的な取引があっても，それだけでは会計

記録の対象にならず，雇用に伴う費用や給料の支払い

(または支払い義務の発生)があると会計上の取引になる

のである.

く補説〉 このようなルー/レを固守すると，同じ設備規

模の会社でも， リース設備が多いと会計上の資産がい

ちじるしく小さく見えるとか，人的資源の情報が欠落

する，などの批判的意見もしばしば提示されている.

(2) と、の期間の資本の変動を測定するのか:

今日の企業会計は，その対象とする企業が永続的に存

続するという仮定，いわゆる継続事業体 (going conｭ

cern) の仮定をおいて，その記録・計算の体系が作られ

ている.このことはし、かにも当り前のようであるが，か

つては企業がもし解散した場合どれだけの財産価値をも

つかを表示することにウェイトがおかれた時代もあった

いわが国の商法は昭和30年代まではこの考え方で計算

規則が作られていた.

継続事業体を仮定することの当然の帰結として，企業

会計は，一定の会計期間を人為的に区切って経営活動の

成果(つまり利益)を計算し，財務内容を株主その他の利

害関係者に報告するというルールができ上った.このよ

うに，事業の永続性を仮定しながらしかも期間を区切っ

て成果を確定せねばならないという要求を満たすため

に，たとえば固定資産の減価償却とか，棚卸資産の評価

とか，試験研究費の繰延べとか，退職給与引当金とか，

利益準備金……等々の独特の計算ノレールが生み出されて

きたのである.
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一般に，外部報告のための会計は l 年または半年を会

計年度として，その期間の経営成績と財務状態を開示す

るルールになっている.このような期間計算は，経営者

自身が計画や管理を行なうための基礎にもされるが，内

部管理のためにはさらに，たとえば，

(1) 月ごとに短期的な成果を計算するための月次の原

価計算または月次損益計算，

(同 個別生産を行なう企業での，製品別の原価計算(製

品の生産開始から完成までを対象とする)，

付設備投資などの長期的なプロジェクトの効果を詐

価するために，複数の会計年にまたがる期間を対象

とするプロジェクト自Ij計算，

や) その他，いろいろな個別的調査・分析・意思決定

のために，随時行なわれる計算，

なども合わせて考慮される.

いずれにせよ，企業会計の主軸になるものは l 年また

は半年ごとに区切って行なわれる利益計算であり，他の

諸計算はこれらの補充として行なわれるのが現状だとい

ってよいであろう.

(3) どういう尺度で測定するか:

企業会計では，資本の変動のようすを貨幣額という共

通の尺度によって測定する.会計測定の対象になる取引

は必ずしもお金の流れだけではなく，物やサービスの流

れも扱うから，基礎データとしては種A の物量的な尺度

(個数，重量，面積，時間……等)ももちろん利用される

が，それらを何らかの方法で金額的な尺度に換算したも

のが最終的な会計情報とされるのである.

なお，ここでいう貨幣額というのは，紙や金属で作ら

れた「お金J そのものよりは，むしろその基礎にある一

般的な購買力の尺度である.したがってイシフレーショ

ンなどによって貨幣の購買力がいちじるしく変動する場

合は，何らかの修正措置が必要になる.

ただし現行の会計慣行のもとでは，貨幣価値の変動

を修正していちいち実質価値におきかえるという手続き

は(若干の例外を除いて)なされていない.そういった修

正計算は経営分析などの場合に，正規の会計手続きの外

側で行なわれているにとどまる.

く補説〉 わが国では第二次大戦後の急激なインフレー

ションのあとで，企業の固定資産を時価で評価替えす

ることが法令で認められたことがある.また，近年欧

米諸国で時価主義会計を導入する動きが見られる.

(4) どういう方法で測定するか:

すでに述べたように，企業会計の情報はいろいろな目

的に使われるので，実際にはバラエティーに富んだ方法

が採用されるのは当然である.ただ，企業会計の伝統的

な方法として，資本の変動を二面的にとらえるというや
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り方が広く行なわれていることを指摘しておく必要があ

る.

つまり，企業会計は，すで、に述べたような企業資本の

変動を体系的に記録し測定するとし、う役割を果すため

に，資本の源泉および運用状態という 2 つの局面からと

らえ，さらに，源泉と運用のそれぞれについても，ある

項目の増加と別の項目の減少とを対比させて常に二面的

にとらえていくのである.そして，こういうこ面的なと

らえ方をシステマティッグに行なう手段として複式簿記

という記録方式が広く採用されているのである.つぎに

そうし、う測定の基本的なしくみを説明することにしよ

う.

3. 簡単な取引例

以下の説明を具体的にすすめるために，ある小さな株

式会社企業を想定することにしよう.

[例 1J

三浦さんは，親から分けてもらった土地と自己資金を

もとでにし，さらに叔父さんの小金氏をはじめ何人かの

知人に株主になってもらって，海産物の卸売業[株式会

社ミナト商会」を開業した.三浦さんが代表取締役社長

で，企画と営業担当を兼ね，小金氏が専務取締役で総務

と経理を担当することになった.ただし，実体は従業員

数名の小企業である.

このミナト商会の最初の会計年度( 1978年 1 月 1 日か

ら 12月 31 日までの 1 年間)の取引はつぎのようであった.

①三浦さんの出資金 30 百万円と土地(評価額 40 百万

円)，小金氏その他の株主からの出資金 30 百万円，合わ

せて 100 百万円を資本金として事業を開始する.

②上記の土地と小金氏の個人財産である土地・建物を

担保にして銀行から 70 百万円を借入れる. (利子率10%

で 4 年間にわたって元利均等返済する契約である. ) 

③店舗および倉庫用の建物を建て，現金40百万円を支

払う.

④店舗用の設備一式を賃借(リース)し，敷金として 2

百万円を支払う.

⑤商品75百万円を現金で仕入れる.

⑥75百万円の商品を 100 百万円で売り，現金を受取る.

⑦従業員と経営者の給料や諸手当などの人件費(会計

用語では労務費)合わせて 12百万円を支払う.

⑧営業経費 9 百万円(店舗用設備一式の賃借料 2 百万

円，広告料，輸送料などの販売諸費用 4 百万円，その他

の諸経費 3 百万円)を支払う.

⑨商品を 130 百万円仕入れ，代金のうち70百万円は現

金で支払い，残額は掛とする.

⑩商品のうち原価100百万円ぷんを 135百万円で売り，
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代金のうち80百万円は現金で受取り，残額は掛とする.

⑮銀行に第 l 回目の元利返済金22百万円を支払う.こ

のうち 7 百万円は支払利息であり， 15百万円は元本の返

済である.

⑫建物の建築コストのうち 2 百万円を減価償却費とし

て当期の営業経費に加える.

4. 会計的な測定方式

さて，上述のような諸取引を記録・整理する場合，も

しもお金の出し入れにだけ関心があるならば，たとえば

表1. 1 のような収支計算表(現金出納帳ともいう)を作れ

ば足りるであろう.また，土地や建物，債権や債務の記

録が必要なら，それぞれ個別に備忘記録をつけておくこ

ともできる.われわれの家計の記録は大体この流儀で行

なわれるのが普通である.

しかし企業の会計では資本の調達と運用の顛末を明

らかにし，一定期間の成果を確定する必要があるから，

もっと体系立った記録方式が必要で、ある.企業会計で

は，企業の「資本J を，たえず 2 つの側面，つまりその

源泉と運用状態との二面から眺めて体系的に記録してい

く.

企業活動のもとでになる資本の源泉は大別して 2 つ，

つまり (1) 出資や借入れという形で外部から調達される

ものと (2)資本運用の成果として稼得される収益(後述)

とから成る.企業会計では，前者の資本調達が資本主か

らの元入れであるか(ミナト商会の例では，取引①の株

主からの出資がこれに相当する)，それとも返済義務のあ

る負債であるか(取引②の銀行からの借入れや，取引⑨

表1. 1 収支計算表 (単位:百万円)

日付| 摘 要 |収入|支出|残高
①|資本の元入れ 60 I 60 

(現金出資の分 )1

②|銀行から借入れる

③|建物代金を支払う

④|敷金を支払う

⑤!商品の仕入代金を支払|
う|

⑥|商品販売代金を受取る 100

⑦|人件費を支払う | 

⑧|営業経費を支払う

⑨|商品の仕入代金を支払!
う l

⑩|商品の販売代金を受取l
る

⑪|利子と借入金を返済 ! 
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の60百万円のように仕入先から支払延期という形で与え

られる債務)をはっきり区別することが重視される.

一方，調達された資本は，具体的な企業活動に伴って

その運用形態がさまざまに変化していく.はじめに貨幣

の形で調達された資本は，建物や設備の取得のために使

われたり(取引③，④)，商品の仕入れにあてられたり(取

引⑤，⑨)，人件費や営業諸経費の支払，借入利息の支払

いに使われたりする(取引⑦，⑧，⑬).こうして取得さ

れた財貨やサービス(無形の諸権利も含む)の集りが全体

として企業の経済活動の原動力となり，企業収益を生み

出す力を形づくっている状態を資産(assets) とよぶ.

企業資産の多くは，生産・販売・管理などの活動につ

れて，あるいは時の経過に伴って，その経済価値が失わ

れていく.会計学ではこれを「価値が費消 (expire) され

る J とし、う言い方をする.そして，ある価値額が費消し

たとみなされたとき，その額を費用 (expense) とよぶ.

決算のとき，ある資産のどれだけを費用とし，どれだけ

を未費消の資産とみなすかは，会計担当者の判断による

ところが大きい.そこで，外部報告の会計では，費用化

の諸規則が作られて，なるべく共通のノレーノレに従うこと

が要求されている.たとえば商品は販売が行なわれたと

きにその取得原価を費用とし建物や設備(ただし自己

所有のもの)は減価償却という方法で費用化するという

ように(取引⑥，⑩，⑫参照).

なお，広告とか輸送，店舗用設備の賃借利用などのサ

ービス(取引⑧)は保存がきかず，それを取得したとたん

に価値が費消する.そこで，便宜上その対価としてお金

を支払ったとき(または支払い義務が発生したとき)に費

用が発生したと考える‘労働の対価である人件費や資本

利用の対価である支払利息(取引⑦，⑫)についても同じ

考え方が適用される.

こうして運用資本を費消させる見返りとして，商品の

売上げ(取引⑥，⑩)とか，手数料の受取りとか，貸付利

息の受取りなどの形で資本が稼得されるが，これを会計

用語で・収益 (revenue) とよぶ.収益から費用を差引いた

差額が利益(income ， profit)である.なお，利益のうち

配当などの形で企業の外に分配されずに残された分は留

保利益(retained earnings) とよばれる.

以上をまとめて凶示すると図1. 1 のようになる.

く補説〉 元入資本(株主からの出資金など)と留保利益

とを合わせて自己資本とよび，負債として調達された

資本を他人資本とよぶ.これらはドイツ語の Eigen­

kapital と Fremdkapital の訳語が一般化したもの

だといわれている.これらは財務諸表上の会計用語で

はないけれども，便利なよび方として慣用されている.

なお，米国では自己資本に相当するものをしばしば

88 
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企業資本の見万

資本の運用 資本の泌尿

貨幣 その他の財 | 調達

向

し，建物40百万円が増加した(タイプ c ). 

取引④:資本運用のうち現金 2 百万円が

減少し，敷金という権利 2 百万円が増加し

た(タイプ c ). 

取引⑤:資本運用のうち現金75百万円が

減少し，商品75百万円が増加した(タイプ

c ). 

!品r肖i 貸
片付L 記入れ 取引⑥:これは会計上は 2 つの取引に分

けて考えるとわかりやすい. 1 つは，商品

という資産75百万円が費消して費用に変わi の部分 た部分

L一一-J i 
l資産〉 く賞用〉 〈収主主 <íU立自己資本〉

った(このような費用項目をあらわすのに

I売上原価 (cost of goods sold)J という

名称を用いる)という取引(タイプ c) であ

り，もう l つは，売上高という源泉(資本

図 1. 1 企業資本の内容

equity capital(持分資本)とよんでいる.

5. 資本の変動のニ面的なとらえ方

上述のように，企業会計で、は企業資本の変動の様子を

源泉と運用という 2 つの側面から眺める.つまり同じも

のを 2 つの面からとらえるのであるから，当然常に，

資本の運用総額=資本の源泉総額 (1. 1) 

という恒等関係が成り立っている.このことを[例 1 ]の

ミナト商会にあてはめると，取引①の開業当初には，

資本の運用 資本の源泉

(現金60百万円+土地40百万円)=(資本金 100 百万円)

という状態になっている.そして，上式の恒等関係を維

持しながら，資本の源泉と運用の中身がつぎつぎに変化

していくのである.

このような見方をすると，企業資本に変動をもたらす

事象(会計上の取引)はつぎの 4 つのタイプのどれか(ま

たはその複合したもの)に該当するはずである.

(a) 資本の源泉が増加し，それに見合う額の資本の運

用が増加する.

(b) 資本の源泉が減り，それに見合う額の資本の運用

が減る.

(c) ある運用形態の資本が日1]の運用形態の資本に変わ

る.つまり，資本の運用面で一定額の増加と減少と

が生じる.

(d) ある資本源泉が別の資本源泉に変わる.つまり，

資本の源泉面で増加と減少が生じる.

ミナト商会の取引②以下にこの考え方を適用するとつ

ぎのようになる.

取引②:借入金とし、う源泉から資本が 70 百万円流入

し，それに見合って現金が70百万円増加した(上述のタ

イプ a ). 

取引③:資本の運用形態のうち，現金40百万円が減少

1979 年 11 月号

の稼得)から 100 百万円流入し，現金という運用形態が

100百万円増加したという取ヲ I( タイプ a)である.

く補説〉 この取引⑥は， 75百万円の商品が減り， 100 

百万円の現金が増え，したがってお百万円の売上利益

(稼得資本)があった，というように解釈し，記録する

ことも可能である.しかし，あとで示すように，損益

計算書を作るときには売上高 100 百万円，売上原価75

百万円とし、う記録が残るほうが便利であるため，上元ß

のような考え方をとるのである.

取引⑦および⑧:人件費および営業経費への資本運用

が 12百万円および 9 百万円増え，それだけ現金が減少し

た(タイプ c ). 

取引⑨:商品とし、う資本運用が 130 百万円増え現金と

いう資本運用が70百万円減った.差額の60百万円は買掛

金という資本源泉の桶加である(タイプ a と c の合成).

取引⑩:これもまた，取引⑥と同様 2 つに分けて考え

るとわかりやすい.第 l は，商品 100 百万円が減って売

上原価という費用が 100 百万円増えた(タイプ c ).第 2

は，売上高という資本源泉が 135 百万円増え，それに見

合う資本運用の増加は現金80百万円と売掛金55百万円と

である(タイプ a ). 

取引⑪:これも 2 つの取引の合成である.第 l は，現

金という資本運用が 7 百万円減って支払利息という資本

運用に向けられた(タイプ c ).第 2 は， f昔入金という資

本源泉が15百万円減り，現金という資本運用が15百万円

減った(タイプ b ). 

取引⑫:資本運用のうち，建物という資産の価値が 2

百万円費消したとみなし，その額(減価償却費)を営業経

費とし、う資本運用項目に移した(タイプ c ). 

〈補説〉 ミナト商会の取引例にはタイプ d に相当する

ものがなかったが，たとえば買掛金を手形債務u支払

手形j とよぶ)に変えたり，転換社債(負債)を株式資本
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表1. 2 企業資本計算 (単位:百万円)
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に振替える取引などの例をあげることができる.

以上のように，すべての取引を二荷的にとらえるやり

方を 1 つの表にまとめて示すと表1. 2 のようになる.し

たがって，取引②，③， …・・とすすむにつれて(1. 1) 式

の内容はつぎのように変わっていく.

②資本の運用 資本の源泉

(現金 130+土地40)=(資本金100+借入金70)

③ 資本の運用 資本の源泉

(現金90+土地40+建物40)=(資本金100+借入金70)

このように内容が変化していくさまを図解してみると

凶1. 2 のようになる.

8. 取引の総括と利益計算

表1. 2 の各項目ごとの合計は， ミナト商会の l 期間の

資本の変動を総括したものになっている.これを凶1. 2

と同じタイプの図にあらわずと関1. 3 のようになる(こ

れは図し 2 の推移を取引⑫まです ー

すめたときの最終図に相当する).

表1. 2 または凶1. 3 のように総

括された資料をもとにして会

計期間の利益を計算する方法には

2 つのやり方がある. 1 つは，

利益=収益一費用 (1. 2) 

とし、う方式であり，もう i つは，

利益=期末の正味資本 (期

首の正味資本+期中の íE

味資本追加分( 1. 3) 

884 

取引①まで

(逆用源泉)

という方式である.前者は企業資本の流れ(フロー)を比

較して利益を求める方法であり，後者は企業資本の在高

(ストッグ)を比較して計算する方法である.

ミナト商会の例では，収益とは売上高 (235百万円)の

ことであり，費用とは売上原価( 175百万円)，労務費(12 

百万円)，営業経費(11百万円)および支払利息( 7 百万

円)のことであるから，第 l の方法で利益を求めると，

利益=235ー (175+12+ 11 +7) =30(百万円)

と T工る.

また，第 2 の方法でいう「正味資本j とは，通常は資

産から負債を差引いた自己資本(会計用語では純資産

(net worth) という)を考える.期首(ここでは取引①を

行なった開業当初を考える)の自己資本は 100 百万円で

あり，期末のそれは，

(現金80+土地40+建物38+敷金 2+商品30+売掛

金55) ー(借入金55+買掛金60)=245-115= 130 

(百万円)

である 期中には矯資などの[!j己資本の追加はなかった

取引②まで

(運用(iI岩泉)

取引③まで

(迷.用源泉)

税金 130 I資本金 100 現金 90 I資本金100

合計 100 lzLlJldニマ j二士也 40 
←←一一寸借入金 70
建物 40

合計 170 合計 170

図1. 2 企業資本の内特の推移(数字の単位は百万円)
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(ロ) 資本の運用側は，資産として次期に繰越される額

と，当期に費消された額つまり費用とを分離する.

このように分割してみると，図1. 4 の (A)および(B)

はそれぞれ上述の第 1 の方式(収益と費用を対比するフ

ロー比較)と第 2 の方式(資本の在高を対比する在高比

較)に対応していることがわかる.

なお，同図の (B)については((1. 3)式の説明ももちろ

んあてはまるが)つぎのような説明も可能である.すな

わち，図の右側の欄は当期末に元本として維持しなけれ

ばならない資本額を示しているのに対して，左側は企業

が実際に維持している資本額(資産)を示すことになる.

したがって，左側の合計 245 百万円から右側の合計 215

百万円を引いた差額30百万円は「もとでJ を超過する資

本額(言い換えれば，その額だけ配当などの形で流出し

でも元本は維持されるという性質の資本の増え分)であ

り，これが当期利益(いわゆる税引前利益)になるわけで

ある.

この図1. 4 の (A) を表1. 3 のように見やすい形にまと

めた表を損益計算書(income statement または profit

and loss statement)，同図の (B)を表1. 4 のようにま

とめた表を貸借対照表(balance sheet) とよぷ.これら
l 期間の資本の変動のまとめ

(il!虫 }λ)

55 

60 

ハ
り

ハUI
 

235 

450 ノ'~.1-j..

" " I 

斗 1片入金

質住卜金

1751 売上高

資本金

企業資本

図1. 3

55 

80 

ロ
一
口
一
7

一
蜘

明
一
一
一
一
一
州

デ己掛金

(巡胤)

現金

馴
一
的
一
削

地

l6J 
原価

表 1.3 損益計算書(単位百万円， 1978年

1 月 1 日より 12月 31 日まで)

(収益)

売上原価 175 

労務費 12 

営業経費 11 

支払利息 7 

〈税引前利益> 30 I 

三三|

235 

235 

高上売

(費用)

から，第 2 の方法での利益は，

利益=130ー 100=30(百万円)

となって，第 l の方法で求めた利益と一致する.

ところで，会計手続きの上では， このように算術式を

使う代りに，もっとメカニカルな方法で利益計算が行な

われる.

そのやり方は，つぎの原則に従って図1. 3 を凶1. 4 の

(A) と (B) に分割するやり方である.

(イ) 資本の源泉の側は，負債と自己資本(つまりもと

でとして投入した資本額)と収益(つまり事業の成

果として稼得した資本額)とを分離する.

貸借対照表(1978年 12月 31 日現在)表1. 4
(λ)収経費用の計算 (8)資本住尚の計算

(負債・自己資本)

掛

60 

55 

100 

30 

買掛金

借入金

資本金

〈税引前利益〉

別
労
知
苅
刊

2

一
問
一

金
金
品
物
地
金

(資産)

現

'iC 

商

建

土

敷
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55 
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80 
目資本金

40 

-間入金
21 
副買娃ト金

現金

土地

鋤
一
齢
一
蹴

235 

売上
原価

245 

885 

図1. 4 2 つの利益計算

1979 年 11 月号

売掛金
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は英語の鎖文字を使って P/L および B/S という略号で

よばれることも多い.

く付記〉表1. 2 や図1. 3. し 4では各項13~ほぼ取引

の!瞭停に主主べてあったが，表1. 3 と奇襲1. 4 では財務会

計の憤列に従って項闘の並べかえをしてある.企業が

外部に財務議事慢を発表するときには， これらの表の形

式{これを勘定形式という〉の代りに f報告式j とよば

れる形式を採用するのが普通である.それらの詳細に

ついては参紙綴の関係で次号で説明することにしよ

う.
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図 2 アウトヅット例
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